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BIMモデルを活用した数量積算の有効性検証と提言



提案概要
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提案概要

BIMモデルを活用した数量積算の有効性検証と提言

•■BIMモデルから積算数量は出せるのか？どのように出すのか？

•■BIMモデルを活用して積算することで生産性は向上するのか？

•■BIMモデルで積算するワークフローは普及・一般化できるのか？

•■BIMモデルから出した数量の精度はどうなのか？

課題A 数量を算出したい材料をすべてBIMにモデリングすると、作業負荷が膨大になり生産性が低下することに
係る課題分析

課題B コストコントロールの観点で必要な数量を算出するには、積算知識が必要であることに係る課題分析

課題C BIMから算出した数量の精度の信頼性が担保されないことに係る課題分析
対応策の方向性： BIMモデル算出数量と通常積算による数量との差分比較、課題抽出
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BIMモデルを直接活用した積算 BIMモデルを連携活用した積算（現在主流）

●付加したデータがBIMモデルを成⾧させる ●数量積算基準に適応する

▲数量積算基準は考慮されない（数量調書は出せない） ▲付加したデータはBIMモデルには連携されない（連続性が失われる）

提案概要：積算におけるBIMモデル活用の２大手法

BIMモデルを活用した数量積算の有効性検証と提言

BIMモデルにないデータを付加

積算システムBIMモデルBIMモデル

BIMモデルにないデータを
直接付加 連携作業負荷

データ劣化

積算では、主に次の2つの手法でBIMモデルを活用しています。
本提案では、BIMモデルを直接活用した積算手法で検証します。
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提案概要：今回の検証範囲

BIMモデルを活用した数量積算の有効性検証と提言

意匠（数量） 構造（数量）

仮設 外構仕上

（内/外）
建具 RC 鉄骨

土工

地業

概算
S2

BIMアドインツールなど 構造計算ソフトの数量をそのまま使う ✕ ✕

明細
S3-S4

今回
対象

建具本体
数量のみ

構造計算ソフトからのデータ連携による
数量積算が主流 ✕ ✕
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提案概要：成果の期待効果と波及効果

発注者 設計者 積算者

完成度の高いBIMモデルが納品された！

改修検討に再利用できる！

設計しながら視覚的に仕上検討したり

コストコントロールができる！
仕上数量拾いの時間が短縮される！

BIMを利用するすべての人にメリットがある

BIMモデルを活用した数量積算が普及、一般化する

期待



検証プロセスとスケジュール
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検証プロセスとスケジュール

１

コストコントロールの観点による

標準モデリングガイドラインの策定

2

BIMに必要な材料をもれなく

効率的にモデリングする

ワークフローの策定

3

1.2を網羅した

BIMモデルの作成と数量算出

4

BIMモデル算出数量と通常積算に

よる数量との差分比較・課題抽出

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月



現時点での中間報告
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中間報告

１

コストコントロールの観点による

標準モデリングガイドラインの策定

2

BIMに必要な材料をもれなく

効率的にモデリングする

ワークフローの策定

3

1.2を網羅した

BIMモデルの作成と数量算出

4

BIMモデル算出数量と通常積算に

よる数量との差分比較・課題抽出

ステータス 取組み項目 取組み結果 概要 アウトプット

完了
資料12-15

❶数量算出に必要な仕上部材の部位を整理
❷部位ごとに項目を細分化し、数量単位を整理
❸ BIM（Revit2022）のファミリで取得できる数量
（面積/⾧さ/周⾧/容積/個数）を整理
❹❸で細分化した項目に適したファミリと対応単位を整理
❺ とりたい数量が取得できない項目の検討
❻標準モデリングガイドラインの作成

• 仕上部材159項目について整理した。
• 不足部材（折板屋根、藁き屋根
等）は順次追加していく。

• BIMの標準ファミリでは数量が取得で
きない部材は44項目あった。ファミリ
作成負荷が課題。

• 標準モデリングガイドライン

完了
資料16-20

❶数量算出のワークフローを整理

❷運用（業務分担）のワークフローを整理

• 設計者にかかる仕上部材の配置負
荷、配置スキル習得が課題。

• 一つの部材から複数材料の数量をと
る必要があるため、積算士による明細
化とBIMモデルへの情報付加が必要
になる。

• BIMを活用した積算ワークフロー
（数量算出／運用）

取組中
資料21

❶構造モデルの作成

❷意匠モデルの作成（仕上部材の配置）
• 構造モデル制作人工：14人工 • BIMモデル（Revit2022）

未

❶ BIMモデルから算出した数量と通常積算で算出した
数量の比較

❷❶の差分要因分析
❸当取り組みの課題整理
❹ BIM積算の一般化、普及に向けた検討

（予定）
• 数量比較表
• 差分要因分析結果表



中間報告（補足資料）
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中間報告

１

コストコントロールの観点による

標準モデリングガイドラインの策定

2

BIMに必要な材料をもれなく

効率的にモデリングする

ワークフローの策定

3

1.2を網羅した

BIMモデルの作成と数量算出

4

BIMモデル算出数量と通常積算に

よる数量との差分比較・課題抽出

❶数量算出に必要な仕上部材の部位を整理
屋上 庇 床 巾木 壁 手摺壁 ライニング 柱型 梁型 天井 階段 トイレ 住設 その他

屋上
立上り
笠木
防水アゴ
設備基礎
ハト小屋
屋上手摺
（フェンス）
目隠し壁
その他

庇
既製品庇

床
内部防水

巾木 壁
間仕切

手摺壁 ライニング 柱型 梁天端
梁側面
梁底

天井
下り天井
その他

段部
踊場
ササラ巾
木
その他

トイレ 住設 その他

❷ 部位ごとに項目を細分化し、数量単位を整理（例：天井）
部位 細目 単位 明細例

天井

天井
二重天井仕上

面積 m2 指定仕上、下地
周⾧ m 天井廻り縁

直天井仕上
面積 m2 指定仕上、下地
容積 m3 増打ちコンクリート

下り天井 下り天井仕上
面積 m2 指定仕上
⾧さ m 下地、見切り縁

その他

天井点検口 個数 か所 天井点検口

間接照明
⾧さ m 軽鉄下地、見切り材
面積 m2 指定下地、下地ボード

カーテンボックス
⾧さ m カーテンボックス
面積 m2 塗装仕上げ

ブラインドボックス
⾧さ m ブラインドボックス
面積 m2 塗装仕上げ

スクリーンボックス
⾧さ m スクリーンボックス
面積 m2 塗装仕上げ

カーテンレール ⾧さ m カーテンレール
ピクチャーレール ⾧さ m ピクチャーレール
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中間報告

１

コストコントロールの観点による

標準モデリングガイドラインの策定

2

BIMに必要な材料をもれなく

効率的にモデリングする

ワークフローの策定

3

1.2を網羅した

BIMモデルの作成と数量算出

4

BIMモデル算出数量と通常積算に

よる数量との差分比較・課題抽出

❸ BIM（Revit2022）のファミリで取得できる数量（単位）を整理
数量単位

Revit2022 システムファミリ
壁 床 天井 一般モデル 屋根 屋根：樋 手摺 床：スラブハンチ 壁：壁の造作材 壁：インプレイス

面積 ● ● ● ✕ ● ✕ ✕ ✕ ✕ ●
⾧さ ● ✕ ✕ ✕ ✕ ● ● ● ● ✕

容積 ● ● ● ● ● ✕ ✕ ● ✕ ●
周⾧ ✕ ● ● ✕ ✕ ✕ ✕ ✕ ✕ ✕

個数 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

※ ファミリのインスタンスプロパティから取得できる数量＝●

❹ 細分化した項目に適したファミリと対応単位を整理
部位 細目 ファミリ ★課題 単位 明細例

天井

天井
二重天井仕上 天井

面積 m2 指定仕上、下地
周⾧ m 天井廻り縁

直天井仕上 天井
面積 m2 指定仕上、下地
容積 m3 増打ちコンクリート

下り天井 下り天井仕上 壁
面積 m2 指定仕上
⾧さ m 下地、見切り縁

その他

天井点検口 一般モデル 個数 か所 天井点検口

間接照明 一般モデル
⾧さが取得できない ⾧さ m 軽鉄下地、見切り材
面積が取得できない 面積 m2 指定下地、下地ボード

カーテンボックス 一般モデル
⾧さが取得できない ⾧さ m カーテンボックス
面積が取得できない 面積 m2 塗装仕上げ

ブラインドボックス 一般モデル
⾧さが取得できない ⾧さ m ブラインドボックス
面積が取得できない 面積 m2 塗装仕上げ

スクリーンボックス 一般モデル
⾧さが取得できない ⾧さ m スクリーンボックス
面積が取得できない 面積 m2 塗装仕上げ

カーテンレール 一般モデル ⾧さが取得できない ⾧さ m カーテンレール
ピクチャーレール 一般モデル ⾧さが取得できない ⾧さ m ピクチャーレール
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中間報告

１

コストコントロールの観点による

標準モデリングガイドラインの策定

2

BIMに必要な材料をもれなく

効率的にモデリングする

ワークフローの策定

3

1.2を網羅した

BIMモデルの作成と数量算出

4

BIMモデル算出数量と通常積算に

よる数量との差分比較・課題抽出

❺ とりたい数量が取得できない項目の検討（例：ブラインドボックス）
配置部材 部材イメージ 使用ファミリ とりたい数量 明細例 ★課題

ブラインドボックス 一般モデル

⾧さ（ｍ） ブラインドボックス 一般ファミリでは

⾧さと面積が

取得できない面積（m2） 塗装仕上

対応策 ⾧さ／面積が取得できない部材一覧（44項目）

⾧さや面積などが自動的に指定パラメータに
セットされるオリジナルファミリを作成。

指定パラメータから数量を取得することで解決した。

成形伸縮目地材
立上り天端
アルミ笠木
アルミ水切笠木
コンクリート笠木天端仕上
防水アゴ天端仕上
屋上手摺・フェンス
屋上手摺・フェンス扉
竪樋
畳
点字ブロック
ストレッチャーガード
壁仕上役物
壁見切り
外壁目地(水平)
外壁目地(垂直)
壁見切り
壁コーナー
壁ボーダー
腰壁見切り
腰壁出隅
手摺壁天端仕上

ライニング甲板（既製品）
間接照明
カーテンボックス
ブラインドボックス
スクリーンボックス
カーテンレール
ピクチャーレール
ノンスリップ
段鼻タイル
階段手摺
汚垂石
流し台水切り
点字ブロック
排水溝グレーチング
排水溝仕上
くつ拭きマット
排水管
ドレインレール
床見切り
上り框
バルコニー手摺
Exp.Jカバー
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中間報告

１

コストコントロールの観点による

標準モデリングガイドラインの策定

2

BIMに必要な材料をもれなく

効率的にモデリングする

ワークフローの策定

3

1.2を網羅した

BIMモデルの作成と数量算出

4

BIMモデル算出数量と通常積算に

よる数量との差分比較・課題抽出

❻標準モデリングガイドラインの作成

共通 タイプ名

英字、数字は半角

カタカナは全角

スペースは全角

オリジナルファミリは先頭に■を入れる

部材別

1. どの部材からどの単位で数量を取得するのかを明示
2. どの部材をどのファミリでモデリングするかを明示

• モデリングする部材
• モデリングしなくてよい部材
• 使用するファミリ

のガイドラインとして
設計者（モデラ―）が
参照する。
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中間報告

１

コストコントロールの観点による

標準モデリングガイドラインの策定

2

BIMに必要な材料をもれなく

効率的にモデリングする

ワークフローの策定

3

1.2を網羅した

BIMモデルの作成と数量算出

4

BIMモデル算出数量と通常積算に

よる数量との差分比較・課題抽出

数量算出のワークフロー
❶仕上の明細化 ❷仕上の配置・置換 ❸仕上数量の集計 ❹数量出力

表面仕上が同じでも、仕上を貼る壁の種類に
よって下地の構成が異なる。

別々に集計しないと仕上の明細化ができない

RC面のEP塗

LGS面のEP塗

★㎡

◆㎡

EP塗：★m2
打放面補修：★m2

打放型枠：★m2

EP塗：◆m2

石膏ボード：◆m2

あ

■ LGS■ RC

■ EP塗

仕上-1

仕上-2

明細化例
仕上名 部位 明細名 摘要 単位

仕上-1 壁

EP塗 RC面 m2

打放面補修 B種 m2

打放型枠 B種地上軸部 m2

仕上-2 壁
EP塗 ボード面 m2

石膏ボード t9.5+12.5継目処理 m2
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中間報告

１

コストコントロールの観点による

標準モデリングガイドラインの策定

2

BIMに必要な材料をもれなく

効率的にモデリングする

ワークフローの策定

3

1.2を網羅した

BIMモデルの作成と数量算出

4

BIMモデル算出数量と通常積算に

よる数量との差分比較・課題抽出

数量算出のワークフロー
❶仕上の明細化 ❷仕上の配置・置換 ❸仕上数量の集計 ❹数量出力

設計士 積算士

間仕切りの配置 仕上の配置 仕上の置き換え

■ LGS

■ RC ■天井

■ EP塗 ■ EP塗/RC面 ■ EP塗/LGS面

※別々に集計したい仕上を※仕上オブジェクトを重ねて配置する
（仕上の上貼り） 異なる部材（ファミリ）に置き換えていく



18

中間報告

１

コストコントロールの観点による

標準モデリングガイドラインの策定

2

BIMに必要な材料をもれなく
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ワークフローの策定
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BIMモデルの作成と数量算出
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BIMモデル算出数量と通常積算に

よる数量との差分比較・課題抽出

数量算出のワークフロー
❶仕上の明細化 ❷仕上の配置・置換 ❸仕上数量の集計 ❹数量出力

Revitの標準機能では、ファミリごとに集計表を作成しなくてはならない。
Excelに出力したデータを再編集・再集計しなくてはならない。

Dynamoとは：Autodesk社が提供す
るビジュアルプログラミングツール。Revit
での作業をを効率化するのに役立つ。

で集計・出力

部材ごとに集計

★ m2

◆ m2

明細ごとに振り分け 明細ごとに集計

材料A ：★m2

材料B：★m2

材料C：★m2

材料A ：◆m2

材料D：◆m2

材料A：XXm2

材料B：XXm2

材料C：XXm2

材料D：XXm2

11 22 33

明細変換テーブル（Excel）で振り分け

明細ごとの数量を出力

44
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中間報告

１

コストコントロールの観点による

標準モデリングガイドラインの策定

2

BIMに必要な材料をもれなく

効率的にモデリングする

ワークフローの策定

3

1.2を網羅した

BIMモデルの作成と数量算出

4

BIMモデル算出数量と通常積算に

よる数量との差分比較・課題抽出

メンバー 運用のワークフロー

設計士

遠藤克彦建築研究所

積算士

フジキ建築事務所

理想

実施設計

仕上の明細化

11

1’1’ 44 数量出力

22 仕上の配置

33 仕上の置換

クラウド上のワンモデルで作業

ワンモデルで進めるためにはクラウドでの運用ルールと管理者の配置が必要

本検証では、BIMオペレーターがBIMのモデリング作業を代行する。

★課題
BIMモデリング技術を習得する時間の確保が困難
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中間報告

１
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2
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ワークフローの策定

3

1.2を網羅した

BIMモデルの作成と数量算出

4

BIMモデル算出数量と通常積算に

よる数量との差分比較・課題抽出

メンバー 運用のワークフロー

設計士

遠藤克彦建築研究所

BIMオペレーター

フジキ建築事務所

積算士

フジキ建築事務所

実施設計11

BIMモデリング22

図面共有

仕上表共有

2’2’
仕上の明細化

仕上モデリング指示

仕上モデリング33 数量出力44

今回

2D CAD
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中間報告
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To the exciting future together


